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(5) 情報発信
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基本方針 2　人と自然が共生する社会を構築するための仕組作りと人材育成
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3　人材の育成と活用
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2　戦略の進行管理
(1) 進捗状況の把握及び公表
(2) 戦略の見直し

3　各主体の役割
(1) 奄美大島・生物多様性推進協議会（仮称）・市町村
(2) 事業者
(3) 住民・来訪者
(4) 環境 NPOなど各種活動団体
(5) 学術・研究機関
(6) 教育機関

1　奄美大島における希少野生動植物指定の状況
2　既存資料により奄美大島で確認されている外来種
3　奄美大島の重要湿地
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(1) 新・観光マスタープランの策定と体験型観光の推進
(2) ６次産業化と生物多様性推進事業

[ 重点施策７]　交流と情報発信
(1) 奄美大島自然大使の創設
(2) 世界自然遺産登録地域との交流
(3) 国際交流の推進
(4) 大学、研究者との交流
(5) 情報発信

[ 重点施策８]　奄美群島環境文化研究拠点の誘致

行動計画
第 6章

推進体制と進行管理
第 7章

基本方針 1　生物多様性の保全･管理
1　重要な地域の保全
2　生態系ネットワークの形成
3　野生生物の適切な保護と管理
(1) 希少野生生物とその生息・生育地の保全
(2) 鳥獣の管理
(3) 外来生物の防除

4　地球温暖化対策の推進
5　環境影響評価制度の検討
6　生物多様性の保全に配慮した環境整備の推進
(1) 公共工事等に関する取組
(2) 山地・森林における取組
(3) 農村における取組
(4) 市街地における取組
(5) 河川・沿岸・海岸における取組

基本方針 2　人と自然が共生する社会を構築するための仕組作りと人材育成
1　多様な主体の参画促進
2　人と自然が共生する社会を構築するための活動の推進
3　人材の育成と活用
4　調査研究の推進と情報の収集・発信

基本方針 3　持続可能な生物多様性の利用
1　生物多様性の保全に配慮した暮らしの展開
2　生物多様性の保全に配慮した農林水産業の展開
(1) 林業における取組
(2) 農業における取組
(3) 水産業における取組

3　里地、里山、里海の適正な利用と管理
4　生物多様性の保全に配慮した観光業の展開

1　戦略の推進体制
2　戦略の進行管理
(1) 進捗状況の把握及び公表
(2) 戦略の見直し

3　各主体の役割
(1) 奄美大島・生物多様性推進協議会（仮称）・市町村
(2) 事業者
(3) 住民・来訪者
(4) 環境 NPOなど各種活動団体
(5) 学術・研究機関
(6) 教育機関

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

49
49
50
51
51
52
53
54
54
55
55
56
56
57
57
58
58
59
60
61
62
62
63
63
64
65
66
67

70
71
71
71
72
72
72
73
73
74
74

1　奄美大島における希少野生動植物指定の状況
2　既存資料により奄美大島で確認されている外来種
3　奄美大島の重要湿地
4　奄美大島の干潟
5　文化財の指定状況
6　奄美の民謡（島唄）に現れる自然
7　奄美の歴史年表
8　奄美大島における自然ふれあいの機会
9　奄美大島における主な自然ふれあい関連施設
10　奄美大島生物多様性地域戦略　策定経過
11　関係者名簿
12　関連事業



IIIIII

1　生物多様性地域戦略策定の背景
(1) 生物多様性とは
(2) 生物多様性保全の重要性
(3) 国内外の動き

2　奄美大島生物多様性地域戦略の目的と位置づけ
(1) 戦略の目的・性格
(2) 戦略の位置づけ

3　戦略の体系と事業展開の考え方

1　生物の多様性が高い
2　固有種が多く存在する
3　奄美大島の特異な気候が生んだ希少な動植物が存在する
4　人と自然との関わりの中で培われてきた自然がある
5　世界的に重要な生物多様性に富んだ自然がある

1　開発や自然の過剰な利用などの人間活動による影響
(1) 生息・生育環境の改変や生物の盗採に起因する課題
(2) 配慮不足の自然利用に起因する課題
(3) 自然の管理方法に起因する課題

2　人間活動と自然の関わりの減少による影響
里地・里山の機能の劣化に起因する課題

3　人為的に持ち込まれた生物や物質による影響
(1) 外来生物による影響に起因する課題
(2) 環境汚染による影響に起因する課題

4　地球温暖化にともなう環境変化による影響
5　人の意識と社会経済の変化による影響

1　基本的事項
(1) 対象区域
(2) 計画期間
(3) 基本理念
(4) 基本方針

2　目標
(1) 短期目標（10年後、2024 年の奄美大島の姿）
(2) 長期目標（50年後、2064 年の奄美大島の姿）

[ 重点施策１]　希少野生生物の保全活動及び生物多様性一般化事業
(1) 希少動植物保護条例の適正な運用と保全活動の展開
(2) 生物多様性モニタリング調査及び情報収集
(3) 環境学習拠点の整備及び環境学習の充実
(4) 生物多様性保全ネットワークの構築

[ 重点施策２]　ノネコ、ノヤギ及び外来生物対策
(1) ノネコ対策、野生化ヤギ対策の事業展開
(2) 外来生物対策

[ 重点施策３]　奄美大島環境文化・自然再生フィールドミュージアム事業
(1) 森林、里海、マングローブ再生モデル事業
(2) 自然と人が共生する環境文化の継承活動
(3) 奄美大島・環境文化情報拠点整備

[ 重点施策４]　奄美大島・生物多様性自然遊歩道整備事業
[重点施策５]　里のエコツアー拠点整備事業
[重点施策６]　産業振興と生物多様性保全事業
(1) 新・観光マスタープランの策定と体験型観光の推進
(2) ６次産業化と生物多様性推進事業

[ 重点施策７]　交流と情報発信
(1) 奄美大島自然大使の創設
(2) 世界自然遺産登録地域との交流
(3) 国際交流の推進
(4) 大学、研究者との交流
(5) 情報発信

[ 重点施策８]　奄美群島環境文化研究拠点の誘致

行動計画
第 6章

推進体制と進行管理
第 7章

基本方針 1　生物多様性の保全･管理
1　重要な地域の保全
2　生態系ネットワークの形成
3　野生生物の適切な保護と管理
(1) 希少野生生物とその生息・生育地の保全
(2) 鳥獣の管理
(3) 外来生物の防除

4　地球温暖化対策の推進
5　環境影響評価制度の検討
6　生物多様性の保全に配慮した環境整備の推進
(1) 公共工事等に関する取組
(2) 山地・森林における取組
(3) 農村における取組
(4) 市街地における取組
(5) 河川・沿岸・海岸における取組

基本方針 2　人と自然が共生する社会を構築するための仕組作りと人材育成
1　多様な主体の参画促進
2　人と自然が共生する社会を構築するための活動の推進
3　人材の育成と活用
4　調査研究の推進と情報の収集・発信

基本方針 3　持続可能な生物多様性の利用
1　生物多様性の保全に配慮した暮らしの展開
2　生物多様性の保全に配慮した農林水産業の展開
(1) 林業における取組
(2) 農業における取組
(3) 水産業における取組

3　里地、里山、里海の適正な利用と管理
4　生物多様性の保全に配慮した観光業の展開

1　戦略の推進体制
2　戦略の進行管理
(1) 進捗状況の把握及び公表
(2) 戦略の見直し

3　各主体の役割
(1) 奄美大島・生物多様性推進協議会（仮称）・市町村
(2) 事業者
(3) 住民・来訪者
(4) 環境 NPOなど各種活動団体
(5) 学術・研究機関
(6) 教育機関
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1　奄美大島における希少野生動植物指定の状況
2　既存資料により奄美大島で確認されている外来種
3　奄美大島の重要湿地
4　奄美大島の干潟
5　文化財の指定状況
6　奄美の民謡（島唄）に現れる自然
7　奄美の歴史年表
8　奄美大島における自然ふれあいの機会
9　奄美大島における主な自然ふれあい関連施設
10　奄美大島生物多様性地域戦略　策定経過
11　関係者名簿
12　関連事業
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1　生物多様性地域戦略策定の背景
(1) 生物多様性とは
(2) 生物多様性保全の重要性
(3) 国内外の動き

2　奄美大島生物多様性地域戦略の目的と位置づけ
(1) 戦略の目的・性格
(2) 戦略の位置づけ

3　戦略の体系と事業展開の考え方

1　生物の多様性が高い
2　固有種が多く存在する
3　奄美大島の特異な気候が生んだ希少な動植物が存在する
4　人と自然との関わりの中で培われてきた自然がある
5　世界的に重要な生物多様性に富んだ自然がある

1　開発や自然の過剰な利用などの人間活動による影響
(1) 生息・生育環境の改変や生物の盗採に起因する課題
(2) 配慮不足の自然利用に起因する課題
(3) 自然の管理方法に起因する課題

2　人間活動と自然の関わりの減少による影響
里地・里山の機能の劣化に起因する課題

3　人為的に持ち込まれた生物や物質による影響
(1) 外来生物による影響に起因する課題
(2) 環境汚染による影響に起因する課題

4　地球温暖化にともなう環境変化による影響
5　人の意識と社会経済の変化による影響

1　基本的事項
(1) 対象区域
(2) 計画期間
(3) 基本理念
(4) 基本方針

2　目標
(1) 短期目標（10年後、2024 年の奄美大島の姿）
(2) 長期目標（50年後、2064 年の奄美大島の姿）

[ 重点施策１]　希少野生生物の保全活動及び生物多様性一般化事業
(1) 希少動植物保護条例の適正な運用と保全活動の展開
(2) 生物多様性モニタリング調査及び情報収集
(3) 環境学習拠点の整備及び環境学習の充実
(4) 生物多様性保全ネットワークの構築

[ 重点施策２]　ノネコ、ノヤギ及び外来生物対策
(1) ノネコ対策、野生化ヤギ対策の事業展開
(2) 外来生物対策

[ 重点施策３]　奄美大島環境文化・自然再生フィールドミュージアム事業
(1) 森林、里海、マングローブ再生モデル事業
(2) 自然と人が共生する環境文化の継承活動
(3) 奄美大島・環境文化情報拠点整備

[ 重点施策４]　奄美大島・生物多様性自然遊歩道整備事業
[重点施策５]　里のエコツアー拠点整備事業
[重点施策６]　産業振興と生物多様性保全事業
(1) 新・観光マスタープランの策定と体験型観光の推進
(2) ６次産業化と生物多様性推進事業

[ 重点施策７]　交流と情報発信
(1) 奄美大島自然大使の創設
(2) 世界自然遺産登録地域との交流
(3) 国際交流の推進
(4) 大学、研究者との交流
(5) 情報発信

[ 重点施策８]　奄美群島環境文化研究拠点の誘致

基本方針 1　生物多様性の保全･管理
1　重要な地域の保全
2　生態系ネットワークの形成
3　野生生物の適切な保護と管理
(1) 希少野生生物とその生息・生育地の保全
(2) 鳥獣の管理
(3) 外来生物の防除

4　地球温暖化対策の推進
5　環境影響評価制度の検討
6　生物多様性の保全に配慮した環境整備の推進
(1) 公共工事等に関する取組
(2) 山地・森林における取組
(3) 農村における取組
(4) 市街地における取組
(5) 河川・沿岸・海岸における取組

基本方針 2　人と自然が共生する社会を構築するための仕組作りと人材育成
1　多様な主体の参画促進
2　人と自然が共生する社会を構築するための活動の推進
3　人材の育成と活用
4　調査研究の推進と情報の収集・発信

基本方針 3　持続可能な生物多様性の利用
1　生物多様性の保全に配慮した暮らしの展開
2　生物多様性の保全に配慮した農林水産業の展開
(1) 林業における取組
(2) 農業における取組
(3) 水産業における取組

3　里地、里山、里海の適正な利用と管理
4　生物多様性の保全に配慮した観光業の展開

1　戦略の推進体制
2　戦略の進行管理
(1) 進捗状況の把握及び公表
(2) 戦略の見直し

3　各主体の役割
(1) 奄美大島・生物多様性推進協議会（仮称）・市町村
(2) 事業者
(3) 住民・来訪者
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1

戦略の策定にあたって
第１章

土盛海岸〔撮影：鹿児島県環境技術協会〕



＜様々な自然があること：生態系の多様性＞

＜生物の種類に差異があること：種（種間）の多様性＞

＜生物の種内に差異があること：遺伝子（種内）の多様性＞

2

第1章　戦略の策定にあたって

2

（1）生物多様性とは

●

★

●

●

★

●

★

●

★

〔撮影：●鹿児島県環境技術協会　○興 克樹　△浜田 太　★常田 守〕



生活に必要な資源を供給するという自然の恵み「供給サービス」

環境を制御するという自然の恵み「調整サービス」

文化や伝統など人の心に通じる自然の恵み「文化的サービス」

環境を基本的に構成するものを作り出すという自然の恵み「基盤サービス」

3

奄美大島生物多様性地域戦略

3

自然の恵み（生態系サービス）

（2）生物多様性保全の重要性

1　生態系サービス

豊かで安全な人のくらし

「生物多様性」

「生態系サービス」

サービス

昆虫の
授粉

保水や
水質浄化

固有の風土
や伝統

レクリエーション・
環境教育

洪水や気温
変化の制御

サービ

農林水産業 工　業 観　光 防　災アメニティー 教育・福祉
医療・文化

生物多様性に支えられる私たちの暮らし

〔出典：生物多様性地域戦略とは（公益財団法人 日本自然保護協会　ウェブサイト）〕



4

第1章　戦略の策定にあたって

4

（3）国内外の動き

1　国連環境開発会議

2　生物の多様性に関する条約

3　臨界点（ティッピングポイント）

4　生物多様性国家戦略 2012 － 2020

生物多様性国家戦略2012－2020

生物多様性鹿児島県戦略

生物多様性の転換点（ティッピングポイント）

〔出典：「生物多様性鹿児島県戦略（鹿児島県）」より転載



世界・国 鹿児島県 奄美大島

生物多様性関連年表

5

奄美大島生物多様性地域戦略

5



奄美大島生物多様性地域戦略の位置づけ（体系図）

6

第1章　戦略の策定にあたって

6

（1）戦略の目的・性格

（2）戦略の位置づけ

奄美大島
生物多様性
地域戦略



7

奄美大島生物多様性地域戦略

7

奄美大島生物多様性地域戦略の体系と事業展開の考え方

基本理念（共生と循環）

基本方針

今後の我が国における「真に人と自然が共生する社会」のモデル
－人と自然の共生の物語を見ることができる－



8

第1章　戦略の策定にあたって

8

（1）自然条件

（2）土地利用

市町村別　民有林森林資源表

総数
立木地

竹林 無立
木地

更新困難地 
（ソテツ林等含む）

特殊樹林 総面積に
対する
人工林率人工林 天然林 人工林 天然林

 ※総数と内訳の合計は、四捨五入の関係で一致しない。

〔出典：平成25年度 奄美群島の概況（鹿児島県 大島支庁 総務企画部 総務企画課）〕



9

奄美大島生物多様性地域戦略

9

（3）人口と産業
奄美大島の人口の推移

産業別就労者数の変化

〔出典：国勢調査（総務省 統計局）〕

〔出典：国勢調査（総務省 統計局）〕



10

第1章　戦略の策定にあたって

10

国の取組み

県の取組み

奄美群島広域事務組合の取組み

市町村の取組み

〔出典：「奄美大島自然保護ガイドブック（奄美大島自然保護協議会）」より転載〕



11

奄美大島の生物多様性の特徴
第２章

金作原のヒカゲヘゴ〔撮影：奄美市〕



12

第2章　奄美大島の生物多様性の特徴

12 アカマタ
〔撮影：浜田 太〕

ハロウェルアマガエル
〔撮影：常田 守〕

奄美琉球における北限・南限種（植物）

奄美群島の確認種数

〔出典：「国立・国定公園の指定及び管理運営に関する検討会」第2回指定分科会資料（環境省 自然環境局 国立公園課）〕

種　　　数 固有種数

日本全国 奄美群島 奄美群島
日本全国 固有種数 固有種率

区分 地　　域 種　　数 区分 地　　域 種　　数

出典：琉球弧の世界自然遺産登録に向けた科学的知見に基づく管理体制の構築に向けた検討業務報告書
　　　 （平成24年3月）鹿児島大学，生物多様性戦略策定資料集（鹿児島県）より転載



13

奄美大島生物多様性地域戦略

13

約 1000 万年前 約 200 万年前 約 30 万年前 約 2万～ 1.5 年前

Geographic patterns of Endemism and Speciation in Amphibians and Reptiles of the Ryukyu Archipelago,
 Japan, with Special Reference to their Paleogeographical Implications (Res. Popul. Ecol. 40(2), 1998,pp. 
 189-204.)

奄美大島の代表的な固有種
区分 種　　　　　　名

〔出典：「奄美大島自然保護ガイドブック（奄美大島自然保護協議会）」をもとに奄美大島生物多様性地域戦略策定にかかる専門委員会で作成〕

1　固有種

奄美琉球地域島嶼の分離･独立の歴史

〔出典：やんばる地域の自然（環境省 やんばる野生生物保護センター ウフギー自然館　ウェブサイト）〕
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第2章　奄美大島の生物多様性の特徴

14

〔撮影：★浜田 太、●山下 弘〕



15

奄美大島生物多様性地域戦略

15

島嶼別植生区分面積割合

出典：鹿児島大学，平成22年度持続的な地域づくりに資する琉球弧の世界自然遺産登録に向けた課題と方策に関する
　　　検討業務報告書資料編，生物多様性戦略策定資料集（鹿児島県）より転載

希少動植物種指定状況（国指定、県指定、市町村指定）
分類群 種　数

〔出典：「奄美大島自然保護ガイドブック（奄美大島自然保護協議会）」をもとに作成〕

注：出典資料には、は虫類のオビト
カゲモドキが記載されているが、
奄美大島では確認されていない
ため、表中には記載していない。
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第2章　奄美大島の生物多様性の特徴

16

1　ケンムン

2　エコツーリズム

3　グリーンツーリズム

4　ブルーツーリズム

エコツアー
〔撮影：株式会社 マングローブ公社〕

ショチョガマ
〔撮影：浜田 太〕
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奄美大島生物多様性地域戦略

17

奄美群島国定公園（大島海峡）
〔撮影：浜田 太〕

森林生態系保護地域（金作原原生林）
〔撮影：浜田 太〕

奄美大島の保護林
区　分 地　区 面積(ha)

〔出典：「奄美群島森林生態系保護地域計画（九州森林管理局　提供資料）」をもとに作成〕

奄美群島国定公園

〔出典：自然公園各種データ（鹿児島県　ウェブサイト）〕平成24年4月1日現在（単位：ha）

市町村名 特別地域 普通地域 合　計 海域公園地区特別保護地区 第1種 第2種 第3種 1～3計 特別地域計
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第2章　奄美大島の生物多様性の特徴

18

Ｎ

Ｓ

Ｗ Ｅ

奄美群島国定公園指定区域

森林生態系保護地域・特定動物生息地保護林
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奄美大島の生物多様性の保全及び利用上の課題
第３章

ヒメミヤマコナスビ〔撮影：山下 弘〕
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第3章　奄美大島の生物多様性の保全及び利用上の課題

20

（1）生息・生育環境の改変や生物の盗採に起因する課題

（2）配慮不足の自然利用に起因する課題

（3）自然の管理方法に起因する課題

構造物が生物の移動を阻害
〔撮影：鹿児島県環境技術協会〕

アマミノクロウサギの事故防止啓発用看板
〔撮影：鹿児島県環境技術協会〕

道路脇の草刈り
〔撮影：鹿児島県環境技術協会〕
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奄美大島生物多様性地域戦略

21

里地・里山の機能の劣化に起因する課題

奄美の伝統野菜（フル：葉ニンニク） 奄美の伝統野菜（有良大根）
〔写真提供：鹿児島県〕

〔出典：奄美群島の概況（鹿児島県 大島支庁 総務企画部 総務企画課）〕

農作物　作付面積の推移
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第3章　奄美大島の生物多様性の保全及び利用上の課題

22

（1）外来生物による影響に起因する課題

1　ネコ

フイリマングース
〔写真提供：外来生物写真集（環境省　ウェブサイト）〕

オオキンケイギク
〔撮影:鹿児島県環境技術協会〕

ハイイロゴケグモ
〔写真提供：外来生物写真集（環境省　ウェブサイト）〕
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奄美大島生物多様性地域戦略

23

（2）環境汚染による影響に起因する課題

廃棄物の不法投棄
〔撮影：奄美市〕

外来種とは

外来種の問題点

〔参考：侵略的な外来生物とは（環境省　ウェブサイト）〕
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第3章　奄美大島の生物多様性の保全及び利用上の課題

24

1　世界平均

2　日本平均

3　奄美大島

1905 1915 1925 1935 1945 1955 1965 1975 1985 1995 2005

-1.5

-1

-0.5

0

0.5

1

サンゴの白化
〔撮影：興 克樹〕

18.6

21.6

-3

-2.5

-2

-1.5

-1

-0.5

0

0.5

1

1905 1915 1925 1935 1945 1955 1965 1975 1985 1995 2005

全国・鹿児島・名瀬における気温の推移

東シナ海南部の海域平均海面水温の推移

〔出典：「過去の気象データ検索（気象庁　ウェブサイト）」をもとに作成〕

〔出典：「過去の気象データ検索（気象庁　ウェブサイト）」をもとに作成〕
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奄美大島生物多様性地域戦略

25

平瀬マンカイ
〔撮影：浜田 太〕
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第3章　奄美大島の生物多様性の保全及び利用上の課題

26
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出典
人口・産業就労人口：国勢調査（総務省 統計局）
汚水処理人口普及率：市町村別汚水処理人口普及状況（鹿児島県 土木部 生活排水対策室　提供資料）
その他：奄美群島の概況（鹿児島県 大島支庁 総務企画部 総務企画課）
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基本的事項と目標
第４章

宮古崎（大和村）〔撮影：御須 裕子〕



生物多様性の保全と管理

人と自然が共生する社会を構築するための仕組作りと人材の育成

生物多様性の持続可能な利用

基本
方針
1

基本
方針
2

基本
方針
3

28

第4章　基本的事項と目標

28

（1）対象区域

（2）計画期間

（3）基本理念

（4）基本方針
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奄美大島生物多様性地域戦略

29

（1）短期目標（10年後、2024年の奄美大島の姿）



30

第4章　基本的事項と目標

30

（2）長期目標（50年後、2064年の奄美大島の姿）
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重点施策
第５章

住用川河口とマングローブ〔撮影：株式会社 マングローブ公社〕
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第5章　重点施策

32

生物多様性保全・利用地域区分イメージ図
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奄美大島生物多様性地域戦略

33

（1）希少動植物保護条例の適正な運用と保全活動の展開

（2）生物多様性モニタリング調査及び情報収集

【重点施策１】希少野生生物の保全活動及び生物多様性一般化事業

盗採パトロール
〔撮影：奄美市〕

オニヒトデ駆除
〔撮影：興 克樹〕

リュウキュウアユ保全活動（産卵床作り）
〔撮影：鹿児島県環境技術協会〕
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第5章　重点施策

34

（3）環境学習拠点の整備及び環境学習の充実

（4）生物多様性保全ネットワークの構築

[重点施策1：主要事業スケジュール]
事　業　名 前期（H27～H31） 後期（H32～H36）

奄美自然観察の森（龍郷町）
〔撮影：鹿児島県環境技術協会〕

子ども博物学士講座（龍郷町）
〔撮影：龍郷町〕

奄美じっくり観察会（瀬戸内町）
〔撮影：瀬戸内町〕
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奄美大島生物多様性地域戦略

35

（1）ノネコ対策、ノヤギ対策の事業展開

1　ノネコ

2　野良猫

3　TNR

【重点施策２】ノネコ、ノヤギ及び外来生物対策

アマミノクロウサギを捕食するノネコ
〔写真提供：環境省　奄美自然保護官事務所〕

野生化ヤギ
〔撮影：常田 守〕
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第5章　重点施策

36

（2）外来生物対策

[重点施策2：主要事業スケジュール]
事　業　名 前期（H27～H31） 後期（H32～H36）

アメリカハマグルマ
〔撮影：山田 文雄〕

アメリカハマグルマ駆除風景
〔撮影：大和村〕
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奄美大島生物多様性地域戦略

37

奄美の人々の生活空間

海 リーフ

海産物利用 居住地域 里山的利用

シイの実採集

集落海の利用 田畑 山城 段々畑
ソテツ利用

猟に人が
入る

ほとんど
人が入らない

・段々畑とソテツ
・イノシシ等の猟の時に入る

イノーシュロ
砂丘 集落

神山・オボツ山
公園

段々畑

リュウキュウマツ

リュウキュウマツ
スダシイ
自然林

スダシイ等
原生林

自然林

1　イノー（礁池）

2　リーフ（礁原）

【重点施策３】奄美大島環境文化・自然再生フィールドミュージアム事業

〔出典：奄美大島の人と自然のかかわり（中山 清美）〕
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第5章　重点施策

38

（1）森林、里海、マングローブ再生モデル事業

[生物多様性鹿児島県戦略の取組]
奄美群島世界自然遺産の登録予定地周辺での緩衝機能の強化（生態系ネットワークの強化）

1　ビオトープ

湯湾岳周辺
〔撮影：浜田　太〕

秋名集落・水田
〔撮影：鹿児島県環境技術協会〕

役勝川・多自然川づくり区間
　〔撮影：鹿児島県環境技術協会〕
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奄美大島生物多様性地域戦略

39

（2）自然と人が共生する環境文化の継承活動

（3）奄美大島・環境文化情報拠点整備

[主要事業スケジュール]
事　業　名 前期（H27～H31） 後期（H32～H36）

集落遺産調査地点

〔出典：宇検村・伊仙町・奄美市による歴史文化基本構想（宇検村・伊仙町・奄美市）〕
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第5章　重点施策

40

【重点施策４】奄美大島・生物多様性自然遊歩道整備事業

奄美大島・生物多様性自然遊歩道イメージ図（住用からの俯瞰）

〔撮影：奄美市、鹿児島県環境技術協会〕

金作原遊歩道

マングローブ遊歩道 三太郎古道役勝エコロード
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奄美大島生物多様性地域戦略

41

奄美野生生物保護センター

奄美フォレストポリス

サイクリングロード

奄美博物館

あやまる岬

黒潮の森マングローブパーク油井岳展望広場歴史民俗資料館
（元気の出る館）

奄美自然観察の森

奄美大島・生物多様性自然遊歩道整備計画イメージ図

〔撮影：奄美市、鹿児島県環境技術協会〕

[主要事業スケジュール]
事　業　名 前期（H27～H31） 後期（H32～H36）
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第5章　重点施策

42

[主要事業スケジュール]
事　業　名 前期（H27～H31） 後期（H32～H36）

【重点施策５】里のエコツアー拠点整備事業

里のエコツアー・イメージ

〔出典：宇検村・伊仙町・奄美市による歴史文化基本構想（宇検村・伊仙町・奄美市）〕

奄美の伝統食 ソテツのシンガイ
〔撮影：鹿児島県環境技術協会〕

（コース例）

宇検集落

公民館集合

集落散策（住民ガイド）

昼食（郷土料理）

散策・体験

うけん市場（土産品）

ケンムン出没の場
　　（語り部講話）
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奄美大島生物多様性地域戦略

43

（1）新・観光マスタープランの策定と体験型観光の推進

（2）６次産業化と生物多様性推進事業

[主要事業スケジュール]
事　業　名 前期（H27～H31） 後期（H32～H36）

【重点施策６】産業振興と生物多様性推進事業

ブルーツーリズム風景
〔写真提供：鹿児島県水産技術開発センター〕

うけん市場
〔撮影：鹿児島県環境技術協会〕
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第5章　重点施策

44

（1）奄美大島自然大使の創設

（2）世界自然遺産登録地域との交流

（3）国際交流の推進

【重点施策７】交流と情報発信

知床
〔写真提供：公益財団法人 知床財団〕

屋久島
〔写真提供：環境省　屋久島自然保護官事務所〕

白神山地
〔写真提供：白神山地ビジターセンター〕

小笠原諸島
〔写真提供：小笠原村役場〕
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奄美大島生物多様性地域戦略

45

（4）大学、研究者との交流

（5）情報発信

[主要事業スケジュール]
事　業　名 前期（H27～H31） 後期（H32～H36）

森林調査風景
〔写真提供：鹿児島県環境技術協会〕

海域調査風景
〔写真提供：鹿児島県環境技術協会〕

あまみエフエム　放送ディ！学　
「１月の海ってどんなの？」

〔写真提供：あまみエフエム　ディ！ウェイヴ〕
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第5章　重点施策

46

[生物多様性鹿児島県戦略の取組]
南方の島々の環境文化の研究

[主要事業スケジュール]
事　業　名 前期（H27～H31） 後期（H32～H36）

【重点施策８】奄美群島環境文化研究拠点の誘致
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行動計画
第６章

外来種 アメリカハマグルマ駆除活動〔撮影：山田 文雄〕
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第6章　行動計画

48

  基本方針１　生物多様性の保全･管理

  基本方針２　人と自然が共生する社会を構築するための仕組作りと人材育成

  基本方針３　生物多様性の持続可能な利用
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奄美大島生物多様性地域戦略

49

  基本方針１　生物多様性の保全･管理

１　重要な地域の保全

名　称 概　要 目　標

時期 実施主体
前
期
後
期
自
治
体

住
民
・
来
訪
者

事
業
者

活
動
団
体

学
識
者

教
育
機
関
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第6章　行動計画

50

２　生態系ネットワークの形成

名　称 概　要 目　標

時期 実施主体
前
期
後
期
自
治
体

住
民
・
来
訪
者

事
業
者

活
動
団
体

学
識
者

教
育
機
関
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奄美大島生物多様性地域戦略

51

３　野生生物の適切な保護と管理

（1）希少野生生物とその生息・生育地の保全

名　称 概　要 目　標

時期 実施主体
前
期
後
期
自
治
体

住
民
・
来
訪
者

事
業
者

活
動
団
体

学
識
者

教
育
機
関
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第6章　行動計画

52

（2）鳥獣の管理

名　称 概　要 目　標

時期 実施主体
前
期
後
期
自
治
体

住
民
・
来
訪
者

事
業
者

活
動
団
体

学
識
者

教
育
機
関
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奄美大島生物多様性地域戦略

53

（3）外来生物の防除

名　称 概　要 目　標

時期 実施主体
前
期
後
期
自
治
体

住
民
・
来
訪
者

事
業
者

活
動
団
体

学
識
者

教
育
機
関
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第6章　行動計画

54

４　地球温暖化対策の推進

名　称 概　要 目　標

時期 実施主体
前
期
後
期
自
治
体

住
民
・
来
訪
者

事
業
者

活
動
団
体

学
識
者

教
育
機
関

５　環境影響評価制度の検討

名　称 概　要 目　標

時期 実施主体
前
期
後
期
自
治
体

住
民
・
来
訪
者

事
業
者

活
動
団
体

学
識
者

教
育
機
関



55

奄美大島生物多様性地域戦略

55

６　生物多様性の保全に配慮した環境整備の推進

（1）公共工事等に関する取組

名　称 概　要 目　標

時期 実施主体
前
期
後
期
自
治
体

住
民
・
来
訪
者

事
業
者

活
動
団
体

学
識
者

教
育
機
関
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第6章　行動計画

56

（2）山地・森林における取組

名　称 概　要 目　標

時期 実施主体
前
期
後
期
自
治
体

住
民
・
来
訪
者

事
業
者

活
動
団
体

学
識
者

教
育
機
関

（3）農村における取組

名　称 概　要 目　標

時期 実施主体
前
期
後
期
自
治
体

住
民
・
来
訪
者

事
業
者

活
動
団
体

学
識
者

教
育
機
関
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奄美大島生物多様性地域戦略

57

（4）市街地における取組

名　称 概　要 目　標

時期 実施主体
前
期
後
期
自
治
体

住
民
・
来
訪
者

事
業
者

活
動
団
体

学
識
者

教
育
機
関

（5）河川・沿岸・海岸における取組

名　称 概　要 目　標

時期 実施主体
前
期
後
期
自
治
体

住
民
・
来
訪
者

事
業
者

活
動
団
体

学
識
者

教
育
機
関
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第6章　行動計画

58

  基本方針2　人と自然が共生する社会を構築するための仕組作りと人材育成

１　多様な主体の参画促進

名　称 概　要 目　標

時期 実施主体
前
期
後
期
自
治
体

住
民
・
来
訪
者

事
業
者

活
動
団
体

学
識
者

教
育
機
関



59

奄美大島生物多様性地域戦略

59

２　人と自然が共生する社会を構築するための活動の推進

名　称 概　要 目　標

時期 実施主体
前
期
後
期
自
治
体

住
民
・
来
訪
者

事
業
者

活
動
団
体

学
識
者

教
育
機
関
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第6章　行動計画

60

３　人材の育成と活用

名　称 概　要 目　標

時期 実施主体
前
期
後
期
自
治
体

住
民
・
来
訪
者

事
業
者

活
動
団
体

学
識
者

教
育
機
関
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奄美大島生物多様性地域戦略

61

４　調査研究の推進と情報の収集・発信

名　称 概　要 目　標

時期 実施主体
前
期
後
期
自
治
体

住
民
・
来
訪
者

事
業
者

活
動
団
体

学
識
者

教
育
機
関
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第6章　行動計画

62

  基本方針3　生物多様性の持続可能な利用

１　生物多様性の保全に配慮した暮らしの展開

名　称 概　要 目　標

時期 実施主体
前
期
後
期
自
治
体

住
民
・
来
訪
者

事
業
者

活
動
団
体

学
識
者

教
育
機
関
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奄美大島生物多様性地域戦略

63

２　生物多様性の保全に配慮した農林水産業の展開

（1）林業における取組

名　称 概　要 目　標

時期 実施主体
前
期
後
期
自
治
体

住
民
・
来
訪
者

事
業
者

活
動
団
体

学
識
者

教
育
機
関
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第6章　行動計画

64

（2）農業における取組

名　称 概　要 目　標

時期 実施主体
前
期
後
期
自
治
体

住
民
・
来
訪
者

事
業
者

活
動
団
体

学
識
者

教
育
機
関
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奄美大島生物多様性地域戦略

65

（3）水産業における取組

名　称 概　要 目　標

時期 実施主体
前
期
後
期
自
治
体

住
民
・
来
訪
者

事
業
者

活
動
団
体

学
識
者

教
育
機
関
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第6章　行動計画

66

３　里地、里山、里海の適正な利用と管理

名　称 概　要 目　標

時期 実施主体
前
期
後
期
自
治
体

住
民
・
来
訪
者

事
業
者

活
動
団
体

学
識
者

教
育
機
関
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奄美大島生物多様性地域戦略

67

４　生物多様性の保全に配慮した観光業の展開

名　称 概　要 目　標

時期 実施主体
前
期
後
期
自
治
体

住
民
・
来
訪
者

事
業
者

活
動
団
体

学
識
者

教
育
機
関
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第6章　行動計画

68



69

推進体制と進行管理
第７章

地域意見交換会〔撮影：大和村〕
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第7章　推進体制と進行管理

70

奄美大島生物多様性地域戦略推進体制　体系図
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奄美大島生物多様性地域戦略

71

（1）進捗状況の把握及び公表

（2）戦略の見直し

生物多様性地域戦略策定にかかる専門委員会
〔撮影：鹿児島県環境技術協会〕
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第7章　推進体制と進行管理

72

（1）奄美大島・生物多様性推進協議会（仮称）・市町村

＜主な取組＞

（2）事業者

＜主な取組＞
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奄美大島生物多様性地域戦略

73

（3）住民・来訪者

＜主な取組＞

（4）環境NPOなど各種活動団体

＜主な取組＞
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（5）学術・研究機関

＜主な取組＞

（6）教育機関

＜主な取組＞



75

資料編
第８章

奄美博物館〔撮影：鹿児島県環境技術協会〕
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分類 種名（和名） 区　分
1 2 3 4 5

分類 種　　　数

分類 種名（和名） 区　分
1 2 3 4 5

〔出典：「奄美大島自然保護ガイドブック（奄美大島自然保護協会）」をもとに作成〕
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分類 和　　　名 特定 要注意
出典

備　　　　　　　考
国 県 研 委

出典
国：奄美・琉球の島別外来種の分布情報を集めています（環境省 那覇自然環境事務所　ウェブサイト）
県：鹿児島県の絶滅のおそれのある野生動植物 動物編（鹿児島県 環境生活部 環境保護課）
研：侵入生物データベース（独立行政法人 国立環境研究所　ウェブサイト）
委：奄美大島生物多様性地域戦略策定にかかる専門委員会
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湿地名 市町村名 湿　地
タイプ 生物群 生育・

生息域 選定理由 選定
基準

〔出典：「日本の重要湿地500（環境省 自然環境局 インターネット自然研究所　ウェブサイト）」をもとに作成〕
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区　分 名　称 場　所 注　目　点

〔出典：「鹿児島県の絶滅のおそれのある野生動植物 動物編（鹿児島県 環境生活部 環境保護課）」をもとに作成〕
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国指定
名称 所在地 指定年月日 種　別 所有者・管理者

県指定
名称 所在地 指定年月日 種　別 所有者・管理者

市町村指定
種類 奄美市 大和市 宇検村 瀬戸内町 龍郷町

〔出典：平成25年度 奄美群島の概況（鹿児島県 大島支庁 総務企画部 総務企画課）〕

〔出典：平成25年度 奄美群島の概況（鹿児島県 大島支庁 総務企画部 総務企画課）〕

〔出典：平成25年度 奄美群島の概況（鹿児島県 大島支庁 総務企画部 総務企画課）　一部修正〕
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カテゴリー 名　　称 備　　　考 島唄名
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※奄美民謡総覧
　出版社：南方新社
　監　修：指宿 良彦
　編　者：セントラル楽器奄美民謡企画部、指宿 正樹、指宿 邦彦、小川 学夫

〔出典：「奄美民謡総覧（※）」をもとに作成〕
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統　治 西　暦 和　暦 できごと等
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出典
①：瀬戸内町誌 歴史編（瀬戸内誌歴史編編纂委員会）
②：大和村誌（大和村誌編纂委員会）
③：龍郷町誌 歴史編（龍郷町誌歴史編編さん委員会）
④：わきゃシマぬあゆみ 第１集（住用村誌編集委員会）
⑤：名瀬市誌 上巻（名瀬市誌編纂委員会，1983）
⑥：平成25年度 奄美群島の概況（鹿児島県 大島支庁 総務企画部 総務企画課）
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タイトル 開催場所 内　　容 期　　間

〔出典：「あまみシマ博覧会2014冬公式ガイドブック（一般社団法人 奄美群島観光物産協会）」をもとに作成〕
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施　設　名 概　　要 出　　典

台

〔各種資料をもとに作成〕
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（1）奄美大島生物多様性地域戦略策定運用協議会
開催年月日 概　要 会　場

（2）奄美大島生物多様性地域戦略策定にかかる専門委員会
開催年月日 概　要 備　考

（3）地域意見交換会
（第 1回目：大切にしたい島の宝物、未来の奄美の姿についてのイメージ作り）

開催年月日 地　域 会　場 参加者

（第 2回目：地域戦略の行動計画に必要なものについての意見交換）
開催年月日 地　域 会　場 参加者

（4）地域住民等意見聞き取り
（第 1回目：大切にしたい島の宝物、未来の奄美についての意見聴取）

開催年月日 地　域 参加者

（第 2回目：地域戦略の行動計画・重点施策についての意見聴取）
開催年月日 地　域 参加者
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（5）市町村　庁内検討会
（第１回：素案内容検討）

期　日 市町村名 備考

（第２回：原案内容検討）
期　日 市町村名 備考

（6）パブリックコメント
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奄美大島生物多様性地域戦略策定にかかる専門委員会委員
氏名 所属 備考
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（1）学習会・自然体験会
期　　日 会　　場 内　　容 備考

（2）環境保全アクションイベント
期　　日 会　　場 内　　容 備考

（3）奄美大島生物多様性地域戦略原案広報イベント
期　　日 会　　場 内　　容 備考






